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入院中、患者さんは体を動かすことが少なく、便秘になりやすいです。その為、当院の入院患者さん
に便秘薬が使われることも少なくないです。近年発売された便秘薬の特徴についてまとめてみました。

便秘薬には、錠剤以外にも上記のように様々な剤形のものがあります。ラグノス®であればゼリー剤の
ため、嚥下機能が低下した高齢の患者さんにも使いやすいといえます。
剤形以外にも薬ごとに服用回数、服用時点が異なります。リンゼス®であれば、1日の服用回数が1回と
少なく、患者様の服用に対する負担は少なくなるように感じられるかと思います。しかし、服用時点が
食前（食事の30分前）であり、服用し忘れてしまう可能性があるので注意が必要です。食後に服用して
しまうと、食事による腸管への水分分泌が加わる為、作用が増強する可能性があり、腹痛や下痢の
リスクが高まります。一方で、アミティーザ®は、空腹時の服用で嘔気が出やすくなるため、食後に服
用することが推奨されます。
便秘の治療は1～2週間程度の短期間で評価を行うことが望ましく、その際には排便回数のみでなく、
随伴症状にも留意することが大切です。

近年発売された薬

薬局では、DI Newsで取り上げて欲しい内容を募集しております。
何かございましたら、院内のメールにて薬局中村までご連絡ください。
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